
１ 

 Ⅰ 

 （１）
𝑀𝑔𝐿sin𝜃

2
  （２）

𝑀𝑔

2
tan𝜃 （３）

𝑀𝑔

2
tan𝜃 （４）tan𝜃 ≦ 2𝜇 （５）tan𝜃 ≦ 2𝜇

𝑀+𝑊

𝑀+2𝑊
 

 Ⅱ  

 （６）
𝑀𝑔

2
  （７）

𝑚𝑔𝑙

𝐿
 

 Ⅲ 

 （８）
𝑀𝑔

4cos𝜃
  （９）tan𝜃0 = 3𝜇 

2 

 Ⅰ 

 （１）𝑇  （２）
3

2
𝑛𝑅𝑇 

 Ⅱ 

 （３）
𝑄

2𝑛𝑇
 

 Ⅲ 

 （４）
𝑘𝑎(𝐿+𝑎)

𝑛𝑅
 （５）4𝑘𝑎2 （６）𝑄 − 4𝑘𝑎2  （７）

𝑄+26𝑘𝑎2

𝑄−4𝑘𝑎2
  （８）８倍 

３  

 （１）（ⅰ）イ  （ⅱ）ア （２）
𝜇𝑁𝐴𝑙𝐴

𝑙𝐴
  （３）−

𝜇𝑁𝐴𝑆

𝑙𝐴
Δ𝐼𝐴 

 （４）
𝜇𝑆𝑁𝐴

2

𝑙𝐴

Δ𝐼𝐴

Δ𝑡
𝑃𝐴  （５）

𝜇𝑆𝑁𝐴𝑁𝐵

𝑙𝐴

Δ𝐼𝐴

Δ𝑡
𝑃𝐵  （６）

𝜇𝑆𝑁𝐴𝑁𝐵

𝑙𝐴
 

  

  



 （７） 

A の電流                    B の電流 

   

 

～講評～ 

大問１ 剛体棒つりあいの問題。力の大きさと作用点を正しく整理し、図示できれば正解できる。 

大問２ 気体の状態変化、比熱の問題。比熱や仕事といった基本的な概念について問う問題が多く並ぶ。Ⅲの(6)ま

では標準的な問題なので、そこまでは正解したい。 

大問３ 自己誘導・相互誘導の問題。実験の設定自体はわかりやすいので、自己誘導・相互誘導の基本知識を用い

て、(6)まではできるだけ正解したい。 

 

例年通り、力学と電磁気が出題されているので、過去問対策で基本的な知識は押さえておきたい。難しい問題は

多くないので、丁寧に解いて 7 割を目指したい。 

 


